
令和５年度広報広聴活動に関する調査結果のポイント

１ 都政情報の充足状況・入手媒体

令和5年3月3日
広 報 広 聴 課

Q１ 都政情報の充足状況
日頃、東京都が行っている事業や施策について、どの程度情報を得て

いるか質問した。（単一回答）

 「十分に得ている」（0.4％）と「ある程度得ている」（18.9％）を合わせ
た『得ている』計が19.3％だった。

 令和2年に3割近くに達したが、以降2割前後で推移している。
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十分に得ている あまり得ていない

ほとんど得ていない 無回答

ある程度得ている



令和５年度広報広聴活動に関する調査結果のポイント

１ 都政情報の充足状況・入手媒体

Q３ 東京都が行っている事業や施策について情報を得たことがある媒体・手段
一般のメディアで、東京都の情報をどこから得ているか質問した。

（複数回答可）

＜性年代別・各年代上位３項目＞

 全体では「テレビの報道・情報番組等」（45.6%）が最も多く、「テレビ
CM」（28.4%）、「インターネットの記事」（27.8%）と続く。

 性・年代別でみると、男性30～39歳では「インターネットの記事」が最も
多いものの、男女ともに年代が高いほど「テレビの報道・情報番組等」や
「新聞記事等」の割合が高い傾向がある。

＜全体・上位５項目＞

（％）
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 全体では「テレビの報道・情報番組等」(36.8％)が最も多く、「インター
ネットの記事」（32.4%）、「テレビCM」（30.1%)と続く。

 性・年代別でみると、全体としては「テレビの報道・情報番組等」「イン
ターネットの記事」が多いが、若年層ではＳＮＳ系が多く、年代が高くな
るにつれて、インターネット系、テレビや新聞などに移り変わっていく傾
向がある。

Q４ 広報に力を入れてほしい媒体・手段
一般のメディアについて、東京都が広報をしていく上で力を入れて

ほしい媒体・手段について質問した。（複数回答可）

＜性年代別・各年代上位３項目＞

＜全体・上位５項目＞

（％）
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 全体では「広報東京都」（43.9％）が最も多く、「都議会だより」
（35.5％）、「都内区市町村の広報紙」（33.5％）と続く。

 性・年代別でみると、18～49歳は「ホームページ」の割合が高く、50歳以
上では広報紙系のアナログ媒体の割合が高い。

Q７ 東京都に関する情報を得るために接触したメディア
東京都に関する情報を得るために手に取ったり視聴したりしたことがある

東京都及び関連団体のメディアについて質問した。（複数回答可）

＜性年代別・各年代上位３項目＞

＜全体・上位５項目＞

（％）
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 全体では「広報東京都」（29.1％）が最も多く、「都のホームページ」
（27.6％）、「都内区市町村の広報紙」（21.3％）と続く。

 性・年代別でみると、18～39歳では「Ｘ（旧Twitter）」や「特にない」が
多く、40～59歳では「ホームページ」が多くなり、60歳以上になると「広
報東京都」をはじめ、アナログ媒体が特に多くなる。

Q８ 広報に力を入れてほしい東京都のメディア
東京都及び関連団体のメディアについて、東京都が広報をしていく上で

力を入れてほしい媒体について質問した。（複数回答可）

＜性年代別・各年代上位３項目＞

＜全体・上位５項目（「特にない」をのぞく）

（％）
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 全体では「防災・災害対策に関すること」（68.6％）が最も多く、「健康・
医療に関すること」（59.7％）、「安全なくらし・防犯に関すること」
（47.7％）と続く。

 性・年代別でみると、最も割合が高いものは、男性18～59歳と女性18～69
歳では「防災・災害対策に関すること」、男性60～69歳と女性70歳以上で
は「健康・医療に関すること」、男性70歳以上では「高齢者に関するこ
と」となっている。

Q９ 東京都の事業や施策で興味・関心のある情報
東京都が行っている事業や施策の中で、興味・関心がある情報について

質問した。（複数回答可・単数回答）

＜性年代別・各年代上位３項目＞

＜全体・「興味・関心があるもの」の上位５項目＞

（％）
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Q11 広報に力を入れてほしい東京都の事業や施策の情報
東京都の事業や施策について、東京都が広報をしていく上で力を入れて

ほしい情報について質問した。（複数回答可）

＜性年代別・各年代上位３項目＞

＜全体・上位５項目＞

 全体では「防災・災害対策に関すること」（45.2％）が最も多く、「健康・
医療に関すること」（39.3％）、「子育て・少子化対策・教育に関するこ
と」（32.5％）と続く。

 性・年代別でみると、最も割合が高いものは、男性18～29歳では「政策・
予算・税金に関すること」、男性30～39歳と女性18～49歳では「子育て・
少子化対策・教育に関すること」、男性40～59歳と女性50歳以上では「防
災・災害対策に関すること」、男性60歳以上では「健康・医療に関するこ
と」となっている。

（％）


